

NPO法人障がい者自立センターかまいし　令和２年度事業報告
(令和2年4月～令和3年3月31日)


1　法人事業の成果
　　今年度は当法人の運営においても、支援対象の利用者個々の生活においても、世界全土で猛威をふるう新型コロナウイルスの影響を受けた1年であった。
　　昨年春先より突然の緊急事態宣言があり、春休みを前に学齢時の受け入れを求められたり、在住市町村に感染者が発生することで利用予定の事業所からの利用取りやめを求められ、緊急的な対応を求められるなど様々な部分で影響を受けた1年であった。
　　職員も手探りで新型コロナウイルスの対策を実施し、職員や利用者個別にも移動の制限をお願いするなど、感染予防に努め、それぞれの事業においても活動の一部制限をせざる負えず活動内容の工夫やバリエーション拡大を図ることに努めた。
　　幸いなことに利用者やその家族、職員や関係者に感染が無く、新型コロナウイルスの感染予防の徹底により、普段は数例みられるインフルエンザなど流行も見られず利用者の推移においては安定した事業運営がなされたと振り返ることが出来る。
　　今年度末には、長く法人に運営に尽力して頂いた小林隆（まりん：サービス管理責任者）と木村房子（まりん：看護師）の両名の退職があった。
　　震災以降、続けている障がい者向けのボランティアに関しても、細く長く続けられている。
　　

２　事業の実施に関する事項
（1） 特定非営利活動に係る事業
1 障がい者支援のためのボランティア活動事業
　　・具体的な事業内容
　　　買物、代読、代筆、書類提出などを本年度も行った。　　　
　　・実施日時
　　　買物等日常生活に関わる支援は、ご希望により適宜行った。
　　・実施場所
　　　市内のスーパーでの買物や、書類の代読、代筆、提出などの便宜を図った。
　　・従業者の人数　　　　　　　　　～　８人
　　・受益対象者の範囲及び人数
　　　市内におられる障がい者の方々　～　５人
　



2 自立生活支援事業
　　・具体的な事業内容
　　　　日中活動利用者の方々が、それぞれに相応しい自立生活に思いを向けられるような取り組みを、日々の活動の内に心がけている。

　　・実施日時
　　　適宜行った。
　　・実施場所
　　　主たる事業所
　　・従業者の人数　　　　　～　　８人
　　・受益対象者の範囲及び人数
　　　日中活動利用者の方々　～　３０人

3 障がい福祉サービス及び介助者派遣事業
　　・実施日時
　　　日曜を除く毎日、ただし希望によっては日曜も稼動した。
　　・実施場所
　　　主たる事業所「まりん」、「ライトハウス」、「海渡」、「フルセイル」
　　・従業者の人数　　　　　～　１９人


4 車いす無料貸し出し事業
　　・具体的な事業内容
　　　地域で一時的に車いす利用が必要な方々に、無料で貸出を行った。
　　・実施日時
　　　適宜行った。
　　・実施場所
　　　主たる事業所
　　・受益対象者の範囲及び人数
　　　地域の方々　　　　　～　　２人








【主な事業内容の報告】
〇生活介護事業所「まりん」（地域活動支援センターⅡ型事業、日中一時支援事業を含む)
　　　利用対象児者に沿って、上記、３つの事業を継続して行った。
小中高校児童生徒は放課後や長期休業時に定期に利用されている。
成人の方々は入浴や調理、まりんの隣家の「うみねこ工房」での創作活動などを行っている。今年度はコロナ禍での活動ということで皆さんが楽しみにしておられる地域のイベントへの参加や、市街への外出が例年通りのようにはできずまりん内での活動が主となったが、その代わりボッチャ・スカットボール・ニチレクボールなど限られた空間で行えるニュースポーツを市の教育委員会や社会福祉協議会からお借りして体を動かす機会を多く持った。
令和3年4月からは支援学校高等部の卒業予定者が数名、まりんの生活介護事業の利用を見込んでおり、新たな利用者が日中活動に加わる予定となっている。
職員配置では令和3年3月末付にて小林隆(サービス管理責任者)と木村房子(看護師)両名の自己都合による退職がある。また、新たな人員の確保としては令和2年6月より常勤の生活支援員、令和3年2月よりパートの生活支援員と3月からはパート勤務での看護師を採用し、慢性的な人手不足の一部解消に努めている。
今後とも利用されるお一人おひとりの求めに応えられるよう取り組んでいきたい。
　　　
	　事業名
	地域活動支援センター
	日中一時支援
	生活介護

	2019年度
	9／435
	10／1,517
	20／2,733

	2020年度
	9／464
	10／1,364
	21／2,616


（利用者実人数／延べ人数）


〇共同生活援助「フルセイル」（グループホーム）
令和2年10月よりS・Mさん入居。これまで入院していた病院の病棟数を編成することに伴い退院促進の対象となり、体験利用を経てフルセイル入居と至る。入居経緯としては、入院生活が長く、単身生活への不安や家族の支援も難しいことからグループホームの利用が打診された。日中はまりんを利用されている。
これで入居定員は6名で満床となった。これまで体験利用の受け入れを行ってきたが、空床がないことにより、制度上の受け入れは出来なくなっている。緊急時の受け入れの可能性もあり、実費負担で利用する提案の事例があった。市町村事業のとしての活用を今後協議予定である。
入居者の様子としては、満床となり開始当初に比べにぎやかになってきた。共同生活の場ということもあり、グループホーム内でのルールも入居者間の話し合いを行いながら少しずつ決まってきた。将来単身生活を目指す方も多く、各所関係機関と連携しながら、先を見越してグループホーム内で生活体験をされている。具体的な支援としては、役所の手続きや、金銭管理、服薬支援が主となっている。生活の場ということで、大きなイベント等は行われないが、各入居者の誕生日会を行っている。世話人、飲食店の協力経て、誕生日を祝うことができた。次年度以降は開催方法を検討しながら行うことになっている。
	　　　　　                         
	４月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	　計

	2019年度
	
	
	
	
	
	2/20
	3/65
	3/63
	3/77
	4/98
	5/122
	5/138
	25/583

	2020年度
	5/143
	5/155
	5/150
	5/155
	5/151
	5/150
	6/160
	6/180
	6/180
	6/183
	6/168
	6/185
	66/1960


利用人実人数／延べ人数（人）


〇「ヘルパーステーション海渡」（居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護）
4つの事業を継続して行う。居宅介護では、おおむね前年度の支援を継続した。利用人数については増加と転じる。前年度から引き続き通院同行の割合が多く見られた。今年度は2名の登録ヘルパーの協力を頂いたが、資格取得前のスタッフ1名についてはコロナ禍の特例として支援に入っていただく場合があった。現在は資格を取得されている。
重度訪問介護は、これまで利用されていた方が在宅から病院（療養介護）に移ったことで利用数が減少した。入院中の方で家族と過ごすために一時帰宅をするための移動支援を病院と合同で行った。制度外のボランティアとして行っている。
同行援護は概ね前年度と同等の推移となる。内陸部への長距離移動の支援もあったが、コロナの影響により、市内の通院に切り替え、生活に関わる支援を優先的に行うため、外出の利用を見合わせていただく場合があった。
行動援護は前年度より利用数が減少した。コロナの影響により施設利用が出来なくなった方への代替サービスとしての支援も行っている。
今年度、重度訪問介護従業者養成研修はコロナの影響により実施できなかった。また、名古屋在住の方の岩手へ戻ることについて相談もあったが、現状の当法人の支援体制では難しく、今後体制確保するための課題となった。
　　　　　                       
	
	
	４月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	2019年度
	居宅
	3/13
	4/12
	5/15
	4/11
	5/17
	6/16
	5/12
	5/22
	8/22
	7/25
	8/26
	8/27

	
	重訪
	2/6
	2/7
	2/9
	2/4
	2/6
	2/7
	2/9
	2/4
	1/3
	2/2
	1/3
	1/3

	
	同行
	2/2
	1/1
	3/4
	1/1
	2/2
	2/2
	2/2
	1/2
	1/1
	2/2
	2/3
	1/1

	
	行動
	1/1
	0
	0
	1/1
	1/1
	1/1
	0
	1/1
	1/4
	1/7
	1/1
	1/2

	2020年度
	居宅
	9/18
	7/14
	8/33
	11/40
	8/31
	9/26
	9/27
	8/27
	7/36
	9/32
	9/27
	9/39

	
	重訪
	1/2
	1/1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	
	同行
	2/3
	2/3
	2/3
	3/4
	2/5
	1/1
	1/1
	1/1
	1/1
	2/2
	1/2
	1/1

	
	行動
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1/6
	2/2
	0
	0


利用人実人数／延べ人数（人）
	
	居宅介護
	重度訪問介護
	同行援護
	行動援護
	計

	2019年度
	68／218
	21／63
	20／22
	9／19
	118/322

	2020年度
	103／350
	2／3
	19／27
	3／8
	127/388


利用人実人数／延べ人数（人）


〇放課後等デイサービス「ライトハウス」　　　　　　　　　　　　　
　　令和2年4月から12月まで休止。1月から保育士を採用し人員配置基準を満たし1月
から再開した。また、職員が児童発達管理責任者資格を取得したので配置を変更したこと
により、営業時間前後（営業時間9時から18時）受け入れ時に延長支援加算請求が可能
になり収益が増加した。

	　　　
	利用児数
実　/延べ
	小学生
実　/　延べ
	中学生
実　/　延べ
	高校生
実　/　延べ

	2019（H31R1）
	8/　/444
	4　/　93
	4　/　351
	

	2020（R２）
	17　/　397
	12　/　205
	4　/　132
	1　/　60




〇日中一時支援（障害児タイムケア）「ライトハウス」　　　　　　　　　
うがい　手洗いマスク着用　蜜を避ける等定着等新型コロナウイルス感染予防に留
意して過ごした１年であった。8月からパートの看護師を採用し感染予防にアドバイスを得ている。釜石市内感染も発生したが、感染者が限定されたため事業所休止せずに通年サービスを提供できた。
活動内容は　室内中心となったので季節行事やお楽しみ会等を定例化し取り組んだ。
iPad等も今後活動に導入していく予定である。利用児の傾向としては、小学生は、市立小学校の児童が支援学校児童を上回る日もある。中学生高校生は全員が支援学校生とである。

	
	利用者数
実　/延べ
	利用内訳

	
	
	未就学児
実　/延べ
	小学生
実　/延べ
	中学生
実　/延べ
	高校生
実　/延べ

	2019（H31R1））
	31　/1398
	11　/　406
	12　/　395　
	6　/　581
	2　/　16

	2020（R2）
	29　/1685
	9　/　193
	14　/　697
	4　/　460
	2　/　335







〇「地域活動支援センターⅡ型事業「ライトハウス」　　　　　　　　　　　　　　
親子サークル活動（4組）が継続的に週1回利用している。成人の利用目的は自主学習、趣味の工作　疲れた時の一時利用等、利用形態が多様し気軽に利用されている。
	　
	利用実数
	延べ利用者数

	2119（H31）
	10
	378

	2020（R2）
	10
	261



〇ライトハウス　自主事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　絵本の読みきかせは　外部からの来所であるため、８月までは活動休止とした。
　　　9月から感染傾向を見ながら月2回程度行っている。
	
	あんぱんまん広場
	絵本読み聞かせ
	お泊り会

	
	回数
	実人数
	延べ
	回数
	延べ
	回数
	実人数

	2119（H31R1）
	35
	2
	44
	5
	24
	0
	0

	2020（R2）
	35
	2
	25
	5
	37
	0
	0




〇相談支援事業所　ライトハウス
　　現在、110名を超える計画相談支援（障害児計画相談支援を含む）を実施。計画相談支援で対象となる児童の割合が増えたことで、収入に関しては微増の報告となる見込み。
[bookmark: _GoBack]　　計画相談支援の対象を半数以上が就学前と学齢期をなるため、関係機関も福祉サービスに留まらず、教育や医療・就労や児童相談所など多岐に連携を図る必要な対象が多く、入学・卒業シーズンでサービス利用の変更に伴う計画作成が求められるため丁寧な相談支援の質の担保、対象児者の生活実態に即したサービス利用の調整などに影響を与えないか不安な点が課題となっている。
相談支援事業（月平均）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	事業名
	計画相談支援件数
	障がい児相談支援件数
	合計

	[bookmark: _Hlk65489676]2019（H31R1）
	19件
	17件
	36件

	2020（R2）
	18件
	17件
	35件





３　　事業費の金額
　　　57,846,088円
　　　＊総支出額（59,545,999）-　管理費（1,699,911）＝事業費
